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「信州たてしな屋」のロゴマーク

２
期
目
を
迎
え
た
小
宮
山
町
長
の
招
集
の
あ

い
さ
つ
で
は
、
町
民
各
位
の
信
託
と
期
待
に
応

え
、
自
立
を
確
固
た
る
も
の
と
す
べ
く
、
全
力

で
取
り
組
ん
だ
成
果
を
踏
ま
え
、
今
期
は
自
立

へ
の
機
運
を
「
目
指
す
か
ら
充
実
」
へ
と
歩
み

を
進
め
る
た
め
、「
人
に
優
し
い
町
づ
く
り
」

「
蓼
科
の
水
と
自
然
を
守
る
」「
皆
で
一
緒
に
ふ

る
里
創
り
」「
安
定
的
財
政
の
維
持
向
上
と
自

６
月
定
例
議
会
が
、６
月
６
日
よ

り
14
日
ま
で
の
期
間
で
開
催
さ

れ
、町
長
よ
り
提
案
さ
れ
た
案
件
が

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
補
正
さ
れ
た
主
な
内
容

◇
歳
入

○
緊
急
雇
用
創
出
事
業
補
助
金（
県
補
助
金
）

２
３
７
万
７
千
円

○
地
域
発
元
気
づ
く
り
支
援
金
事
業
補
助
金

１
６
６
万
３
千
円

○
子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
接
種

緊
急
促
進
事
業
補
助
金

７
５
１
万
８
千
円

◇
歳
出

○
緊
急
雇
用
創
出
事
業（
震
災
対
応
分
野
）

２
３
７
万
８
千
円

○
住
基
法
改
正
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
費

５
８
２
万
２
千
円

○
地
域
発
元
気
づ
く
り
事
業

（
立
科
ブ
ラ
ン
ド
普
及
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）

２
７
６
万
５
千
円

○
権
現
の
湯
ろ
過
機
改
修
工
事６

０
２
万
２
千
円

○
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
事
業
補
助
金50

万
円

○
保
育
所
建
設
経
費

・
設
計
監
理
委
託
料

１
９
４
２
万
５
千
円

・
用
地
買
収
費

３
２
９
７
万
１
千
円

○
予
防
接
種
事
業（
日
本
脳
炎
・
子
宮
頸
が
ん
・

ヒ
ブ
・
小
児
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
）

１
２
１
５
万
９
千
円

○
被
災
地
応
援
立
科
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
事
業
補
助
金

１
１
４
９
万
４
千
円

【
予
算
】

一
般
会
計
補
正
予
算
の
概
要
は
、次
の
と
お

り
で
す
。

■
補
正
予
算
額

１
億
４
０
０
３
万
３
千
円

予
算
総
額
は
、
40
億
５
０
０
３
万
３
千
円

株
式
会
社
立
科
町
農
業
振
興
公
社

を
設
立
し
ま
し
た
。

信
州
た
て
し
な
屋

わ
が
立
科
町
は
、恵
ま
れ
た
自
然
条
件
と
先
代

か
ら
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
、農
業
と
観
光
を

基
本
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、近
年
の
農
村
環
境
を
取
り
巻
く
状

況
は
日
に
日
に
厳
し
さ
を
増
し
、特
に
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
は
加
速
度
を
増
す
の
み
で
あ
り
ま

す
。そ

う
し
た
現
状
か
ら
、優
良
農
地
の
遊
休
化
が

進
み
、耕
作
放
棄
地
が
増
大
し
、生
産
力
の
低
下

と
と
も
に
タ
ヌ
キ
、鹿
な
ど
の
有
害
鳥
獣
害
被
害

や
景
観
の
悪
化
に
一
層
拍
車
を
か
け
、農
業
者
の

生
産
意
欲
が
低
下
し
、さ
ら
に
荒
廃
化
を
加
速
さ

せ
て
い
ま
す
。

６
月
定
例
議
会

立
の
堅
持
」
を
基
本
姿
勢
に
、
充
実
さ
せ
た
い

施
策
を
具
体
的
に
掲
げ
、
町
政
の
舵
取
り
を
し

て
い
く
所
信
表
明
が
力
強
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
条
例
・
人
事
案
件
他
】

条
例
改
正
は
５
件
あ
り
、立
科
町
議
会
委
員

会
条
例
、立
科
町
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
で
は
役
場
の
課
の
設
置
に
伴
う
改

正
、特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
者
等
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
改
正
で
は
、教
育
長
の
給
料
減

額
措
置
の
期
間
を
他
の
特
別
職
と
同
一
と
す

る
改
正
、立
科
町
町
税
条
例
の
改
正
で
は
、東

日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る
税
制
上
の

対
応
措
置
と
し
て
法
律
改
正
に
伴
う
改
正
、

他
、急
速
な
人
口
の
減
少
、少
子
・
高
齢
化
社

会
の
到
来
に
備
え
、中
心
市
と
周
辺
市
町
村
が

連
携
し
、地
域
の
生
活
機
能
を
確
保
す
る
た
め

上
田
地
域
定
住
自
立
圏
形
成
に
関
す
る
協
定

締
結
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
又
、同
意
案
件

で
は
６
月
30
日
に
任
期
満
了
と
な
る
教
育
委

員
の
選
任
に
つ
い
て
、塩
澤
勝
巳
氏
が
再
任
同

意
さ
れ
ま
し
た
。
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６
月
１
日
に
設
立
し
ま
し
た
株
式
会
社
立
科

町
農
業
振
興
公
社
は
、農
業
者
の
所
得
向
上
を
目

指
し
た
取
組
と
、荒
廃
農
地
の
拡
大
防
止
な
ど
に

取
組
む
会
社
で
あ
り
ま
す
。

お
い
し
さ
自
慢
の
立
科
町
農
産
物
を
大
消
費

地
へ
発
信
し
販
売
す
る
事
業
、新
た
な
作
物
の
試

験
栽
培
、生
産
・
加
工
・
販
売
ま
で
行
う
農
家
の
育

そ
の
様
な
こ
と
か
ら
昨
年
、農
業
委
員
会
よ
り

農
業
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、振
興
公

社
設
立
の
要
請
が
出
さ
れ
、そ
の
後
内
部
検
討
を

進
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、町
内
関
係
団
体
へ
の
意
見
聴
取
や
町

民
の
皆
様
か
ら
も
御
意
見
を
い
た
だ
く
中
で
、新

た
に
法
人
を
設
立
し
て
い
く
と
い
う
動
き
に
な

り
佐
久
浅
間
農
協
を
は
じ
め
各
種
団
体
の
皆
様

と
準
備
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

成
な
ど
の
取
り
組
み
な
ど
を
通
じ
て
農
家
所
得

の
向
上
に
寄
与
で
き
る
よ
う
事
業
を
計
画
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
株
式
会
社
立
科
町
農
業
振
興
公
社
は
屋

号
を「
信
州
た
て
し
な
屋
」と
い
い
、出
資
を
４
団

体
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
佐
久
浅
間
農
協
よ

り
３
０
０
万
円
、立
科
町
商
工
会
よ
り
50
万
円
、

長
野
県
信
用
組
合
よ
り
１
０
０
万
円
、立
科
町
か

ら
５
５
０
万
円
合
計
１
千
万
円
の
資
本
金
と
な

り
ま
し
た
。

代
表
取
締
役
に
小
宮
山
和
幸（
立
科
町
長
）、取

締
役
に
楜
澤
今
朝
三（
佐
久
浅
間
農
協
代
表
理
事

組
合
長
）、竹
花
信
明（
立
科
町
商
工
会
長
）、寺
島

秀
勝（
立
科
町
農
業
委
員
会
長
）の
３
名
が
選
任

さ
れ
就
任
を
し
ま
し
た
。

事
務
所
は
、立
科
町
役
場
西
側
、中
央
公
民
館

前
の
建
物
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

「
農
産
物
の
販
売
に
関
す
る
こ
と
」「
農
産
物
を

加
工
し
た
い
ん
だ
け
ど
・・・」「
作
れ
な
い
畑
や
果

樹
園
が
あ
る
ん
だ
け
ど
・・」等
、農
業
に
関
す
る

こ
と
な
ら
何
な
り
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
　

住
　
所

立
科
町
大
字
芦
田
２
５
３
０
番
地
１

電
　
話

(

０
５
０)

３
５
８
３
ー

２
５
３
０

蓼
科
山
の
標
高
２
５
３
０
ｍ

F
A
X

(

０
５
０)

３
５
８
３
ー

１
５
３
０

女
神
湖
の
標
高
１
５
３
０
ｍ

右
か
ら
　

竹
花
　
信
明
（
立
科
町
商
工
会
長
）

楜
沢
今
朝
三
（
佐
久
浅
間
農
協
代
表
理
事
組
合
長
）

小
宮
山
和
幸
（
立
科
町
長
）

三
井
　
正
喜
（
長
野
県
信
用
組
合
副
理
事
長
）

６
月
12
日（
日
）、
役
場
庁
舎
前
に
お
い

て
、
平
成
23
年
度
立
科
町
消
防
ポ
ン
プ
操

法
・
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。各

分
団
の
選
手
は
、規
律
正
し
い
一
糸
乱

れ
ぬ
動
作
で
気
迫
あ
ふ
れ
る
小
型
ポ
ン
プ
操

法
と
、気
概
の
伴
っ
た
ラ
ッ
パ
の
吹
奏
を
披

露
し
ま
し
た
。

ま
た
、今
年
の
２
月
に
更
新
し
ま
し
た
本
部

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
に
よ
る
模
範
操
法
も
行
わ

れ
、日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し

た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

ラ
ッ
パ
吹
奏
個
人
の
部

優
秀
賞
（
出
場
順
）

山
浦
宏
章
（
野
方
分
団
）

佐
藤
智
明
（
外
倉
分
団
）

小
林
正
和
（
細
谷
分
団
）

ラ
ッ
パ
吹
奏
の
部

優
　
勝
　
外
倉
分
団

準
優
勝
　
大
城
分
団

第
３
位
　
細
谷
分
団

ポ
ン
プ
操
法
の
部

優
　
勝
　
茂
田
井
分
団
（
11
連
覇
）

準
優
勝
　
西
塩
沢
分
団

第
３
位
　
町
分
団

主
な
成
績

災
害
時
に
備
え
て
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮

消
防
ポ
ン
プ
操
法
・
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
開
催
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東日本大震災の影響により、各地の原子力
発電所が操業を停止するなど、厳しい電力需
給状況が懸念されており、今夏は全国的な節
電対策が求められています。

こうした状況の中で、当町といたしまして
も、町民総ぐるみの節電・省エネ運動の取り
組みを推進してまいりますので、皆様方のご
理解とご協力をお願いいたします。

「さわやか信州省エネ大作戦」の推進主体と
なる、長野県省エネルギー・自然エネルギー
推進本部の運動に併せて実施する。

※長野県の「さわやか信州省エネ大作戦」資料をもとに、立科町が作成。
※削減率は、在宅世帯の日中の平均的消費電力（午後 2時：約 1200Ｗ）に対する目安の値です。

環境保健係

節電対策メニュー 削減効果 効果を高める取り組み

“すだれ”や“緑のカーテン”などで
窓からの日差しを和らげましょう

・朝夕のさわやかな風や打ち水を利
用しましょう

・冷房の風向きや風量も効果的に調
節を

・室外機の周りは整理整頓。風の流
れを良くしましょう

・フィルターも月2回はお掃除を
冷房の設定温度は２８℃に！（使用
の時間や範囲も効果的に）

冷蔵庫の温度設定を「強」から
「中」に変え、扉を開ける時間をで
きるだけ減らし、食品をつめ込ま
ないようにしましょう

・壁から適切な距離を離し、周りや上
に物を置かないようにしましょう

・冷蔵庫の中は整理し、庫内にビニ
ールカーテンを付けるなど、冷気
を保ちましょう

日中は、照明を消して、夜間も照明
をできるだけ減らしましょう

・人のいない部屋の照明はこまめな
消灯を

・照明カバーなどは、お掃除を

省エネモードに設定するとともに
画面の輝度を下げ、必要な時以外
は消しましょう（温水洗浄便座は節
電機能等を使用しましょう）

・テレビの消灯は主電源で
・つけっぱなしは、やめましょう
・長時間使わない機器は、コンセン
トからプラグを抜いておきましょう

早朝にタイマー機能で1日分まと
めて炊いて、冷蔵庫に保存しまし
ょう（掃除や洗濯も朝夕に）

・まとめて炊いたご飯は、ラップなど
で包装し冷凍。食べる前に電子レ
ンジで温めれば美味しくいただけ
ます

①採れたての地元の夏野菜を食べましょう
②クールビズの励行　
・ノー上着、ノーネクタイで見た目も涼しげな印象にしましょう
・涼しい素材の衣料を選びましょう
・うちわや涼感グッズを効果的に使いましょう
③電力消費がピークとなる午後1時～午後4時は、心地よい場所へ出かけましょう

家庭版　節電・省エネアクションメニュー

県民共通の目標
・平日昼間午後 1 時〜午後 4 時の使用最

大電力について、前年比５％削減した値
（▲約15万kw分）
・県民生活や経済活動に支障を及ぼさない

範囲とする。

6月15日（水）から9月30日（金）まで
運動
期間

削減
目標

みんなみんなでで節電節電！！！！みんなみんなでで節電節電！！！！
●夏の電力不足に向けて

みんなで節電！！

エアコン

冷蔵庫

照明

テレビなど

ジャー・炊飯器など

ライフスタイル

1０％
カット！

(２℃上げた場合)

1０％
カット！

2％
カット！

5％
カット！

2％
カット！

2％
シフト！

チェンジ！
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庶
務
係

通交 安全
○
運
動
の
重
点

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
道
路
の
横
断
は
、
信
号
機
や
横
断
歩
道
を
利

用
し
、
横
断
中
も
特
に
左
か
ら
の
車
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

・
夜
間
は
夜
光
反
射
材
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

・
運
転
者
・
助
手
席
の
ほ
か
後
部
座
席
も
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
は
大
人
の
責
任
で

す
!!
「
だ
っ
こ
」
で
子
ど
も
は
支
え
ら
れ
ま

せ
ん
。

夏
の
交
通
安
全

や
ま
び
こ
運
動
　

７
月
19
日(

火)

～
25
日(

月)

○
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

｢

信
濃
路
は
　

ゆ
と
り
の
笑
顔
と
ゆ
ず
り
あ
い
」

夏
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、県
内
外
か
ら

訪
れ
る
旅
行
者
に
対
し
、交
通
ル
ー
ル
の
遵
守

と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
呼
び
か
け
、

交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
さ
れ
ま
す
。

飲
酒
運
転
の
根
絶

・
飲
酒
運
転
は
重
大
な
犯
罪
で
す
。

・「
お
酒
を
提
供
し
た
人
」「
車
を
提
供
し
た

人
」「
同
乗
し
た
人
」も
処
罰
さ
れ
ま
す
。

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・
夜
間
は
必
ず
ラ
イ
ト
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

・
自
転
車
も
乗
っ
て
走
れ
ば
車
で
す
。
車
道
の

左
側
を
通
行
し
、
安
全
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し

ょ
う
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃
・

ス
ト
ッ
プ
ラ
イ
ン
引
き

６
月
４
日
（
土
）
交
通
安
全
協
会
に
よ
り
、

汚
れ
て
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
の
清
掃
と
、
一
時
停
止
線
の
消
え
か
か
っ
て

い
る
も
の
を
引
き
直
す
作
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
で
は
カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
だ
け
に
頼
ら
ず
、
死
角
に
入
っ
て
い
る
も
の

を
確
認
す
る
た
め
、
必
ず
周
囲
の
確
認
も
し
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
一
時
停
止
線
で
は
し
っ
か
り

と
止
ま
り
安
全
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

町
民
一
人
ひ
と
り
の
交
通
安
全
意
識
を
よ

り
高
め
、
交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
快
適
な

町
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
開
催
し
ま
す
。
当

日
は
交
通
安
全
へ
の
提
言
や
警
察
署
員
に
よ

る
講
話
、
ま
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
寸
劇
）

等
を
行
い
ま
す
。
日
頃
忘
れ
が
ち
な
交
通
安

全
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
て
、
大
勢
の

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

通
学
路
の
支
障
木
伐
採
・

草
刈
り
に
ご
協
力
願
い
ま
す

ご
家
庭
の
植
木
等
、
ま
た
敷
地
等
の
草
で

交
通
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
こ
れ
ら
は
運
転
者
の
視
界
を
悪
く

し
大
変
危
険
で
す
。
通
学
路
と
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
を
中
心
と
し
て
支
障
木
の
伐
採
及
び

草
刈
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

｢交通安全町民大会」
開催のお知らせ

浜
岡
原
子
力
発
電
所
全
面
停
止
を
受
け
、
今

夏
ひ
っ
迫
が
懸
念
さ
れ
る
電
力
需
要
へ
対
応
す

る
た
め
、
長
野
県
民
、
事
業
者
、
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
徹
底
的
な
節
電
を
試
み
る
社
会
実
験

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

１
　
実
施
日
時

７
月
７
日
（
木
）（
全
国
的
な
取
り
組
み
）

７
月
26
日
（
火
）（
長
野
県
独
自
設
定
）

午
後
１
時
〜
４
時
と
８
時
〜
10
時

２
　
実
施
方
法

家
庭
・
企
業
・
行
政
等
に
お
い
て
節
電
の

取
組
を
行
う
。
た
だ
し
、防
犯
上
や
県
民

生
活
等
に
影
響
を
与
え
な
い
範
囲
で
実
施

す
る
。

３
　
節
電
効
果
の
把
握

中
部
電
力
の
協
力
を
得
て
、
県
内
全
域

の
節
電
効
果
を
把
握
、
公
表
し
ま
す
。

４
　
取
り
組
み
例

①
冷
房
設
定
温
度
を
28
度
に
。

②
冷
蔵
庫
の
設
定
温
度
を
「
強
」
か
ら
「
中
」

に
。

③
外
出
し
て
涼
し
い
場
所
で
過
ご
す
。
な
ど

お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
本
部

電
話
　
０
２
６
（
２
３
５
）
７
０
２
２

長
野
県
で
は

さ
わ
や
か
信
州
省
エ
ネ
大
作
戦

「
ピ
ー
ク
カ
ット
チ
ャレ
ン
ジ
」を

実
施
し
て
い
ま
す

日　時 ７月15日（金）
午後１時30分～

場　所 老人福祉センター
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女性特有のがん検診
「無料クーポン券」、

「がん検診手帳」のご案内

Ｈ７年６月1日～Ｈ１９年４月１日生まれの方の
日本脳炎予防接種が、２０才未満まで可能になりました。

新しい日本脳炎ワクチンの供給に限りがあるため、段階的に
接種を行っていきます。下記の積極的接種の対象でない方で接
種を希望される方は、環境保健係までご相談下さい。

標準的な
接種年齢
と回数

希望があれば接種可能な年齢
※右記以外の方で接種希望の方は

ご相談下さい。接種は無料です。

積極的接種の対象年齢
（個別通知があります。）

Ⅰ
　
期

《初回》
２回接種

３歳～４歳

２０歳未満までの間

① まったく接種していない場合：通常間隔
（６～２８日間隔で２回接種、

おおむね１年おいて１回）
② 1回以上接種してある場合：

残りを6日以上の間隔で接種

① 平成１８年 4 月生～
３歳の誕生日を迎えた人

② ９・１０歳になる方
（小学校３・４年生）

③１１・１２歳になる方
（小学校５・６年生）

※６歳～８歳
（平成１５年４月～平成１８年３月生）

になる方については、平成２４年度
以降の予定

《追加》
１回接種

４歳～５歳

Ⅱ
期

１回接種
９歳～
１０歳

９歳～２０歳未満の間
１期追加（３回目）
終了後６日以上の間隔で接種

検討中

健診は２年に１度は
受けましょう♥

環 境 保 健 係

乳がんは３０歳代から、子宮頸がんは２０歳代か
ら増加し始めます。これらのがんは早期発見、早
期の治療で約９割が治るといわれているにもか
かわらず、検診受診率が他国に比べ低いのが現
状です。
日本のがん検診受診率５０％に上げることを目

標として、平成２１年度から
女性特有のがん対策が講じられ、特定の年齢の
方に対する「がん検診無料クーポン配布」事業が
始まりました。医療機関で行う検診、または町で
実施する検診でご利用いただけますので、この機
会にぜひ受診をお勧めします。

なお、クーポン券は、６月末日に対象者あて送
付します。

対象者

子宮頸がん
検診

平成23年４月１日時点で
20歳、25歳、30歳、35歳、40歳

乳がん検診 平成23年４月１日時点で
40歳、45歳、50歳、55歳、60歳

無料クーポン券
の有効期限　　

平成23年７月１日～
平成24年２月29日
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後期高齢者医療制度の保険証が更新になります！！

この８月１日からご使用いただく後期高
齢者医療制度の保険証を、７月下旬に、住
民票に記載された住所または長野県後期高
齢者医療広域連合にあらかじめお届けいた
だいた送付先に「転送不要」扱いで、長野
県後期高齢者医療広域連合（クリーム色）
の封筒で郵送します。

「転送不要」となっているため、受取人
が郵便局に転居届を出されていても郵便物
は転送されませんので、住民票に記載され
た住所以外の場所への送付を希望される方
は、福祉係へご相談ください。

新しい保険証がお手元に届きましたら、
住所・氏名・自己負担割合などの記載内容
を確認してください。

なお、古い保険証は、８月１日以降
に、ご自身で裁断し破棄してください。

保険証と併せて
「限度額適用・標準負担額

減額認定証」も更新します

福祉係新（橙色）

減額認定証を既にお持ちの方で、市町村
民税非課税の被保険者で引続き対象となる
方全員に、７月下旬までに新しい減額認定証
を送付いたします。新しい減額認定証が届
いたら、住所、氏名などの内容を確認してく
ださい。

古い減額認定証は、８月１日以降ご自身で
裁断し破棄してください。

なお、減額認定証の交付にあたりまして
は、該当する被保険者の方々の負担軽減の
為減額認定申請書を提出する必要はありま
せんが、次の場合の方は減額認定申請書の
提出をお願いします。
①「適用区分Ⅱ」に該当する方のうち、平成

２３年８月以降の申請月１２月以内の入院
日数が９１日以上となる方で、長期入院該
当認定を受けようとする方

②今までに減額認定証の交付を受けたこと
がない方で、初めて減額認定証の交付を
受けようとする方

地デジの準備を
お急ぎください！

今年の７月24日にアナログ放送は
終了し、デジタル放送に完全移行しま
す。

７月１日からは番組画面にアナログ
放送終了までの日数がカウントダウ
ン表示されます。アンテナによりア
ナログテレビをご覧の場合、７月24日
正午からは一切の番組等の放送が終
了されます。
なお、ケーブルテレビによりアナロ

グテレビをご覧の場合は、ケーブルテ
レビ会社にお問い合わせください。

地デジを受信するにはどう
すれば良いのかわからないな
ど、地デジ受信でお困りの皆
様に対して、デジサポ長野で
は、お家を訪問して、アンテナ
ななどを確認しながら無料で
地デジの受信・視聴方法をア
ドバイスいたします。

アナログ放送終了間際で
は、相談件数の増加により、速やかに訪問できない場合もあります
ので、早めに下記デジサポ長野にお問い合わせ下さい。

地デジの準備どうすれば良いの？ お困りの皆様に対して

お家で「地デジ」相談します

デジサポ長野（総務省　長野県テレビ受信者支援センター）

TEL０２６－２３３－５５０１
［受付時間］平日：９時～２１時　土・日・祝日：９時～１８時

無料
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区分 対象者 所得制限
本　人 扶養義務者等

乳幼児 出生から就学前 な　し
児　童 小学生から中学生 な　し

障害のある方

身障手帳1級・2級 特別障害者手当準拠

特別障害者手当準拠

身障手帳3級 所得税非課税者
療育手帳A1・A2・B1

特別障害者
手当準拠

65歳以上国民年金
法施行令別表該当

精神保健福祉手帳交付者
母子・父子家庭の親と子、父母のいない児童 児童扶養手当準拠

■福祉医療費給付金の対象範囲
医療機関等の窓口では通常どおり自己負担分の

お支払いをいただきますが、後日口座振込みで医
療費等の一部が町から給付金として支払われま
す。ただし、給付金は受給者負担金と高額療養
費、附加給付金を除いた額となります。

県内受診の場合……………………………
受診の際、「福祉医療費受給者証」を提

示してください。町への申請手続は必要あ
りません。
県外受診の場合……………………………
保険点数が明記された領収書をお持ちに

なり福祉係の窓口で申請をしてください。

※その他、医師の指示によりコルセットな
どの治療用装具を作ったとき、はり・きゅ
う・マッサージの施術を受けたときは役
場窓口で申請が必要です。申請手続きに
必要な書類等はお問い合せください。

福祉医療（医療費助成）
制度について

福祉医療制度は、医療機関や薬局等の窓口で支払っ
た医療費等のうち、保険適用になった自己負担分の一
部について町が助成する制度です。

次の表に該当する方は、資格が取得できる場合があ
ります。資格認定を受けておらず該当すると思われる
場合は、福祉係の窓口でご相談ください。

現在、受給者証をお持ちの方へ　
（福祉医療費受給者証の更新について）

受給者証の有効期間は、基本的に1年であり、
毎年8月1日に更新されます。
資格判定を行い、引き続き受給資格対象となる

方には7月中に新しい受給者証をお送りします。
（※「乳幼児・児童」は除きます。）

福祉係



熱中症になりにくい室内環境
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保健委員会では、各公民館単位で
はつらつ健康講座を開催中です。

地区の保健委員が、身近なテーマ
から内容を決めて開催しています。

写真は、骨盤のゆがみをなお
し、腰痛や転倒を予防するのに
役立つ骨盤体操の学習会の様子
です。普段はあまりしない動き
から、自分の体の左右のバラン
スや歪みを確認できました。

はつらつ健康講座　開催中！

熱中症にご用心！保 健 ニ ュ ー ス

・ 高温多湿な環境下で、体内の水分や塩分のバラン
スが崩れたり、体温調節機能がうまく働かないこ
とにより、体内に熱がたまり、筋肉痛や大量の発
汗、さらには吐き気や倦怠感などの症状が現れ、
重症になると意識障害などが起こります。

・ 気温が高い、湿度が高いなど
の環境条件と、体調が良くな
い、暑さに体がまだ慣れてい
ないなどの個人の体調による
影響とが組み合わされること
により、熱中症の発生が高まります。

・ 屋外で活動しているときだけ
でなく、就寝中など室内で熱
中症を発症し、救急搬送され
たり、不幸にも亡くなられた
りする事例が報告されています。

熱中症になった時の処置は・・・
１、涼しい場所へ避難させる
２、衣服を脱がせ、身体を冷やす
３、水分・塩分を補給する

熱中症とは・・・

熱中症の予防には、「水分補給」と「暑さを
避けること」が大切です！

熱中症の予防法

水分・塩分補給

熱中症の発生は7～8月がピークになりま
す。症状が重くなると命に関わることもあり
ます。適切な予防法を知って、熱中症を防ぎ
ましょう。

室内にいる
ときも注意
が必要！

○こまめな水分・塩分の補給
（高齢者、障害児・障害者の方は、のどの渇きを
感じなくても、こまめに水分補給を）

体調に合わせた取り組み
○こまめな体温測定
（特に体温調整が十分でない高齢者、障害児・
障害者、子ども）

○通気性の良い、吸湿･速乾の衣服着用
○保冷剤、氷、冷たいタオルなどによる体の冷却

○扇風機やエアコンを使った
温度調整

○室温が上りにくい環境の確保
（こまめな換気、遮光カーテン、すだれ、打ち水など）
○こまめな室温確認、ＷＢＧＴ値(※)の測定

外出時の準備
○日傘や帽子の着用
○日陰の利用、こまめな休憩
○通気性の良い、吸湿・速乾の衣服着用

【注意したいこと】
1. 暑さの感じ方や抵抗力は、人によって違います。

自分の体調の変化に気をつけましょう。
2.高齢者の方は特に注意が必要です。

患者のおよそ半数は、65歳以上の高齢者の方です。
3.お互いに配慮しあいましょう。

夢中になっていると自分では気づかないこともあり
ます。

4.節電を意識しすぎない。
気温や湿度が高い日は、無理に節電をすることな
く適度に扇風機等を利用しましょう。

自力で水を飲め
ない、意識がな
い場合は、直ち
に救急隊を要請
しましょう。

急に暑く
なった日は
特に注意！

無理をしてエア
コンを使わない
と体調を崩すこ
とがあります。

※WBGT値：気温・湿度・輻射熱から計算される暑さ指数で、熱中症予
防のために運動や作業の強度に応じた基準値が定められています。

環境保健係
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「心（道徳性）の育ち」の幅広さ
～挨拶

����

に対する児童・生徒の
行動と気持ちから ～

立科町教育相談員 岩上起美男

教育相談時間等
◆月・水・金曜日
●立科小学校／午前9時〜午前11時30分

電話 56-3131 ㈺・有線2190 ㈺
●立科中学校／午後2時〜午後5時

電話 56-1076 ㈺・有線2251 ㈺
●立科町児童館／午前11時40分〜午後 1 時30分

電話 56-0303（直通）・有線8889（直通）
※予約をされる方は児童館または小・中学校の

教頭先生へご連絡をお願いします。

ゴ
ミ
を
平
気
で
捨
て
る
子
が
い
ま
す
。
そ
し

て
、
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
を
ご
く
自
然
な
態
度
で
拾

い
、片
付
け
る
子
が
い
ま
す
。

人
を
馬
鹿
に
し
た
り
、悪
口
を
言
っ
た
り
、仲
間
外

し
に
し
た
り
、い
じ
め
た
り
し
て
成
長
上
の
苛
立

�
�
�

ち

を
発
散
し
て
い
る
子
が
い
ま
す
。
そ
し
て
、こ
の
よ

う
な
陰
湿

�
�
�
�

な
行
為
に
よ
っ
て
、悩
み
苦
し
ん
で
い
る

子
が
い
ま
す
。

謝
る
べ
き
と
き
に
謝
れ
な
い
子
が
い
ま
す
。
そ
し

て
、自
分
に
非�

が
あ
れ
ば
、素
直
に
自
省
し
、
潔

�
�
�
�く

謝

れ
る
子
が
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な「
心（
道
徳
性
）の
育
ち
」の
幅
広
さ

が
、今
日
の
児
童
・
生
徒
の
大
き
な
特
徴
で
す
。
学
習

面
や
運
動
面
、生
活
面
で
、日
々
、一
生
懸
命
、粘
り
強

く
努
力
し
て
い
る
子
が
多
い
反
面
、犯
罪
や
暴
力
、い

じ
め
な
ど
、大
人
が
眉�

�

を
ひ
そ
め
る
よ
う
な
反
社
会

的
な
問
題
行
動
に
よ
っ
て
、成
長
上
の
苛
立
ち
や
不

安
、混
乱
な
ど
を
表
出
し
て
い
る
子
ど
も
の
姿
が
見

ら
れ
る
の
で
す
。
こ
れ
は
、基
本
的
な
生
活
習
慣
及

び
社
会
性
な
ど
を
基
盤

�
�
�

と
し
た
生
き
方
や
考
え
方
、

感
じ
方
の
個
性
化
と
は
全
く
異
な
り
、成
長
期
に
応

じ
た
小
・
中
学
生
と
し
て
の
道
徳
的
な
判
断
力
や
心

情
、実
践

�
�
�
�

力
が
身
に
付
い
て
い
る
か
、も
し
く
は
身
に

付
い
て
い
な
い
か
、と
い
う
幅
広
さ
で
す
の
で
、今
日

の
深
刻
な
教
育
課
題
の
一
つ
で
す
。

さ
ら
に
、外
見
上
は
同
じ
行
為
に
見
え
て
も
、動

機
や
意
図

�

�

、心
情
な
ど
に
よ
っ
て
、そ
の
行
為
の
道
徳

的
な
価
値
に
は
次
の
よ
う
な
段
階（
第
一
段
階
～
第

八
段
階
）が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
、日
頃
か

ら
、我
が
子
を
細
や
か
に
見
守
っ
た
り
、ま
た
、「
あ

の
と
き
、こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
た
け
ど
、ど
ん
な
気

持
ち
で
や
っ
た
の
？
」と
受
容
的
に
訊�

い
た
り
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、お
子
さ
ん
の
道
徳
的
な
傾
向

�
�
�
�

を

把
握

�
�
�

し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。
た
だ
し
、子
ど
も

は
、未
知
の
可
能
性
に
あ
ふ
れ
、時
々
刻
々
と
変
容

�
�
�
�

し
、成
長
す
る
存
在
で
す
か
ら
、道
徳
性
の
段
階
評

価
に
よ
っ
て
、我
が
子
の
道
徳
性
の
す
べ
て
が
わ
か

っ
た
と
い
う
決
め
つ
け
は
絶
対
に
避�

け
、あ
く
ま
で

も
児
童
・
生
徒
の「
心（
道
徳
性
）の
育
ち
」の
幅
広
さ

と
し
て
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

【
　
　
】内
は
、挨
拶
の
例
で
す
。

第
一
段
階
、自
分
の
意
志
と
判
断
で
や
る
べ
き
こ
と

を
や
ら
な
い
児
童
・
生
徒【
親
や
教
師
か
ら
挨
拶

を
す
る
よ
う
に
指
導
さ
れ
て
も
、
頑
と
し
て
言
う

こ
と
を
聞
か
ず
、絶
対
に
挨
拶
を
し
な
い
。
】

第
二
段
階
、や
る
意
志
は
十
分
あ
る
が
、何
ら
か
の
事

情
に
よ
っ
て
や
れ
な
い
児
童
・
生
徒【
挨
拶
を
し

よ
う
と
努
力
す
る
が
、
ど
う
し
て
も
挨
拶
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
】

第
三
段
階
、他
者
か
ら
の
注
意
や
叱
責

�
�
�
�

、
罰
則

�
�
�
�

が
あ

れ
ば
や
る
児
童
・
生
徒【
教
師
か
ら
の
注
意
や
児
童

会
・
生
徒
会
な
ど
か
ら
の
呼
び
か
け
、ペ
ナ
ル
テ
ィ

な
ど
が
あ
る
場
合
は
挨
拶
を
す
る
。
】

第
四
段
階
、
自
分
の
利
害（
損
得
）関
係
で
行
動
す
る

児
童
・
生
徒【
挨
拶
を
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、自

分
が
損
を
す
る
場
合
は
挨
拶
を
す
る
。
】

第
五
段
階
、
他
者
か
ら
の
評
価
や
称
賛

�
�
�
�
�を

求
め
て
行

動
す
る
児
童
・
生
徒【
挨
拶
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
自
分
が
評
価
さ
れ
た
り
、
ほ
め
ら
れ
た
り
す

る
の
で
、
き
ち
ん
と
挨
拶
を
す
る
。
】

第
六
段
階
、
き
ま
り
は
集
団
の
安
全
や
秩
序

�
�
�
�

の
維
持

�

�

の
た
め
に
定
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
、
き
ま
り
を

守
る
児
童
・
生
徒【
挨
拶
を
す
る
と
い
う
規
則
が

あ
れ
ば
、き
ち
ん
と
挨
拶
を
す
る
。
】

第
七
段
階
、社
会
の
秩
序
を
尊
重
し
、所
属
集
団
に

貢
献

�
�
�
�

す
る
こ
と
が
自
分
の
成
長
に
つ
な
が
る
と
い

う
判
断
で
行
動
す
る
児
童
・
生
徒【
挨
拶
は
集
団
の

秩
序
を
高
め
、
自
分
の
成
長
に
も
つ
な
が
る
の

で
、き
ち
ん
と
挨
拶
を
す
る
。
】

第
八
段
階
、
普
遍

�
�
�

的
な
倫
理

�
�
�

を
志
向
し
て
行
動
す
る

児
童
・
生
徒【
罰
則
や
損
得
、
評
価
、
貢
献
な
ど
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、ご
く
自
然
な
態
度
で
、心

の
こ
も
っ
た
清
々

�
�
�
�

し
い
挨
拶
を
す
る
。
】

昨
今
、「
大
人
の
道
徳
性
も
幅
広
く
、低
下
傾
向
に

あ
る
。」と
感
じ
て
い
る
方
が
存
外
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
教
育
相
談
員
も
そ
う
感
ず
る
一
人
で

す
が
、人
様
よ
り
も
ま
ず
自
分
自
身
が
、「
第
三
段

階
」か
ら
、せ
い
ぜ
い「
第
六
段
階
」の
道
徳
性
と
自
覚

し
て
い
ま
す
。
こ
の
自
己
評
価
は
次
の
事
例
を
根
拠

と
し
て
お
り
、そ
の
正
当
性
と
客
観
性
に
は
揺
る
ぎ

な
い
自
信
を
抱
い
て
い
ま
す
。

老
犬
と
散
歩
中
、犬
の
糞�

�

が
歩
道
に
落
ち
て
い
る

の
を
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
、老
犬
の
糞
と
一
緒

に
愛
犬
用
の
糞
処
理
パ
ッ
ク
に
入
れ
、自
宅
で
処
分

し
ま
し
た
。
こ
の
行
為
は
、一
見
、い
か
に
も
崇
高

�
�
�
�

な

徳
行
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
確
か
に
、登

下
校
す
る
児
童
・
生
徒
へ
の
実
害
や
悪
影
響
を
回
避

し
た
い
、と
い
う
配
慮

�
�
�
�

は
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、そ

れ
以
上
に
、老�

い
の
胸
中
は
公
衆
道
徳
を
欠
い
た
犬

の
飼
い
主
に
対
す
る
怒
り
と
嘆�

�

か
わ
し
さ
で
煮
え
た

ぎ
っ
て
い
た
の
で
す
。
さ
ら
に
ま
た
、糞
を
そ
の
ま

ま
放
置
し
て
、老
犬
の
飼
い
主
の
不
始
末
と
思
わ
れ

て
は
た
ま
ら
な
い
、と
い
う
自
分
自
身
の
利
害
に
か

か
わ
る
打
算
的
な
感
情（
第
四
段
階
）が
蠢

�
�
�い

て
い
た

の
で
す
。
す
な
わ
ち
、老
い
の
行
為
は
、断
じ
て
社

会
へ
の
貢
献（
第
七
段
階
）や
普
遍
的
な
倫
理
を
志
向

し
た
高
徳
の
行
い（
第
八
段
階
）で
は
な
か
っ
た
の
で

す
。ち

な
み
に
、そ
の
後
も
し
ば
ら
く
犬
の
糞
処
理
行

為
を
続
け
ま
し
た
が
、あ
る
ま
じ
き
こ
と
に
、さ
ら
に

糞
が
増
え
た
た
め
に
老
い
の
気
力
は
萎
え
、今
は
、老

犬
の
排
泄

�
�
�
�

物
だ
け
を
処
理
し
て
可
と
す
る
段
階
の
道

徳
心
で
す
。･････

決
し
て
子
ど
も
よ
り
大
人
の
道
徳

性
が
高
い
と
は
限
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。我

が
身
の
至
ら
な
さ
を
自
戒

�
�
�

し
つ
つ
、ぜ
ひ
、子

ど
も
も
大
人
も
、行
動
で
き
な
い
人
か
ら
、行
動
で

き
る
人
へ････

。
そ
し
て
、指
示
や
叱
責
、罰
則
、評
価

な
ど
の
他
律
的
な
判
断
基
準
で
行
動
す
る
人
か
ら
、

自
律
的
に
、自
分
か
ら
進
ん
で
行
動
す
る
人
へ････

、と

常
に
成
長
し
続
け
る
人
で
あ
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て

お
り
ま
す
。
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立科町
防犯組合だより

防犯は
みんなの力で

町ぐるみ

｢地域の安全は
地域で守る」

新･

佐
久
防
犯
協
会
連
合
会
が

発
足
し
ま
し
た
！

去
る
６
月
10
日
、

佐
久
創
造
館
に
お
い

て
、
佐
久
地
域
の
三

つ
の
防
犯
組
合
連
合

会
が
統
合
さ
れ
、
新

た
に
佐
久
防
犯
協
会

連
合
会
が
発
足
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
昨

年
４
月
の
警
察
署
再

編
に
伴
い
、
佐
久
警
察
署
管
内
に
は
、
川

西
、
佐
久
、
南
佐
久
の
防
犯
協
会
が
存
在
す

る
こ
と
と
な
り
、
各
連
合
会
に
お
い
て
今
後

の
活
動
や
運
営
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
た
結

果
、
佐
久
署
管
内
の
防
犯
協
会
を
一
つ
に
統

合
す
る
基
本
方
針
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。

日　時　7 月 27 日(水) 午前 10 時 30 分〜
場　所　中央公民館　視聴覚室
対　象　0 歳児〜
テーマ　「きんぎょがにげた」

乳幼児のためのおはなし会
〜「ちゅうりっぷの会」による〜

お知らせ

中央公民館図書室／有線 4000

新着図書
「アニマルズ・ピープル」

インドラ・シンハ（著） 谷崎　由依（訳） 早川書房（発）
おれの名は「動物」。かつては人間だった…。汚染事故の後遺

症で、４本足での生活を余儀なくされた青年は、たくましく、したた
かにスラム街を生き抜く。コモンウエルス賞に輝く感動長編。

「ルルとララのきらきらゼリー」
あんびる　やすこ（作・絵） 岩崎書店（発）
森の妖精から、妖精の女王様の誕生日パーティーで「食べられる宝石」を作る

ようにと頼まれたルルとララ。オーブンでケーキを焼くのはまだ上手くできな
いふたりはゼリーに挑戦。果たして「食べられる宝石」は作れるのでしょうか？

「９割がバイトでも最高のスタッフに育つディズニーの教え方」
福島　文二郎（著） 中経出版（発）
東京ディズニーランドでゴミが放置されていないのはなぜか？いつ

も同じ仕事なのに、なぜいつも一生懸命できるのか？元オリエンタル
ランド正社員の著者が綴る、ディズニーの人材教育メソッド。

「ぼくらは真田十勇士」決定版
信濃毎日新聞社出版部（編著） 宮坂　勝彦ほか（文）
信濃毎日新聞社（発）

才蔵が宙を舞う、佐助は消える、暴れる清海…信州が生んだ戦
国ドリーム軍団「真田十勇士」の豪傑たちをパロディで描く、読ん
で楽しい風雲録。

※最新号は、館内でご覧ください
○オレンジページ
○Ｋｏｍａｃｈｉ
○すてきにはんどめいど
○歴史読本
○現代農業

○母の友
○きょうの健康
○暮らしの手帖
○旅の手帖

雑誌も貸し出し
しています！

川
西･

佐
久･

南
佐
久
の
連
合
会
を

統
合
、
県
下
最
大
級
の
防
犯
組
織
に

な
お
、
川
西
地
区
（
立
科
町
、
佐
久
市
望

月
地
区
、
浅
科
地
区
）
に
お
け
る
今
後
の
運

営
及
び
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
従
前
の
と
お

り
佐
久
署
川
西
庁
舎
内
に
事
務
局
が
置
か
れ

ま
す
。

ま
た
、
新
役
職
員
に
つ
い
て
は
、
会
則
に

よ
り
次
の
と
お
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

佐
久
防
犯
協
会
連
合
会

会
　
長
　
栁
田
清
二
（
佐
久
市
長
）

副
会
長
　
小
宮
山
和
幸
（
立
科
町
長
）

〃
　
　
中
島
育
男
（
南
相
木
村
長
）

〃
　
　
茂
木
祐
司
（
御
代
田
町
長
）

※
総
会
に
お
い
て
防
犯
功
労
者
表
彰
が
行
わ

れ
、
当
町
関
係
者
と
し
て
次
の
皆
さ
ん
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

＊
長
野
県
防
犯
協
会
連
合
会
長
章

川
西
防
犯
女
性
部
立
科
地
区

女
性
副
部
長
　
佐
藤
富
子
様

＊
佐
久
防
犯
協
会
連
合
会
長
章

女
性
部
（
川
西
地
区
）
関
　
紀
子
様

〃
　
　
　
　
　
　
　
内
藤
典
江
様

〃
　
　
　
　
　
　
　
宮
下
節
子
様

〃
　
　
　
　
　
　
　
寺
島
澄
恵
様

少
年
警
察
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
　

（
川
西
地
区
）
今
井
利
治
様

庶
務
係



広報たてしな／23 年 7 月◆ 12

御
泉
水
太
鼓
保
存
会
は
、
中
学
生
以
上
の
演

技
部
と
小
学
生
の
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
に
よ
る
演

奏
を
中
心
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

主
な
演
奏
活
動
は
、
町
民
ま
つ
り
「
立
科
え

ん
で
こ
」
や
「
白
樺
高
原
ビ
ー
ナ
ス
マ
ラ
ソ
ン

in
女
神
湖
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
演
奏
、
ま

た
、
御
代
田
町
、
佐
久
市
望
月
・
浅
科
、
東
御

市
の
太
鼓
保
存
会
４
団
体
と
と
も
に
主
宰
す
る

信
州
浅
蓼
太
鼓
連
盟
に
よ
る
太
鼓
ま
つ
り
に
お

い
て
、
練
習
成
果
の
発
表
も
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
夏
の
イ
ベ
ン
ト
等
町
内

で
の
演
奏
を
中
心
に
活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す

の
で
、
町
民
み
な
さ
ま
の
温
か
い
ご
声
援
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
で
の
イ
ベ
ン
ト
へ

も
演
奏
に
伺
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

な
お
、
保
存
会
で
は
、
私
た
ち
と
一
緒
に
太

鼓
を
演
奏
し
て
い
た
だ
く
打
ち
手
と
演
奏
活
動

を
支
え
て
い
た
だ
く
賛
助
会
員
を
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

●
練
習
日
時

・
演
技
部
（
大
人
）

毎
週
水
曜
日
　
午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

・
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム

毎
週
金
曜
日
　
午
後
７
時
30
分
～
９
時

※
見
学
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
、
事
前
に
教

育
委
員
会
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
場
　
　
所

太
鼓
道
場
（
体
育
セ
ン
タ
ー
横
）

●
演
奏
活
動
（
主
な
も
の
）

蓼
科
区
す
ず
ら
ん
祭

白
樺
高
原
ビ
ー
ナ
ス
マ
ラ
ソ
ン
in
女
神
湖

町
民
ま
つ
り
「
立
科
え
ん
で
こ
」

友
好
都
市
愛
川
町
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

第
３
回
さ
わ
や
か
ハ
イ
キ
ン
グ

日
時

７
月
23
日
（
土
）

午
前
７
時
20
分
受
付

（
集
合
場
所：

中
央
公
民
館
前
）

行
先

湯
の
丸
高
原
方
面

・
東
篭
ノ
登
山

・
池
の
平
湿
原

協
力

山
岳
ガ
イ
ド
・
看
護
師

費
用

参
加
費
４
０
０
円
（
傷
害
保
険
料
等
）

定
員

25
名

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

生
涯
学
習
講
座
す
ず
ら
ん
学
級
で
は
、
参
加

者
相
互
の
交
流
や
地
域
づ
く
り
に
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
人
材
の
発
掘
や
育
成
に
つ
な
が
る
よ

う
な
教
室
を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の

参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、運
営
計
画
は
講
師
の
都
合
等
に
よ
り
、

日
程
や
内
容
、
開
催
場
所
等
を
一
部
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
広
報
、
有
線
放
送
、
行
政

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
通
じ
て
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、

ご
確
認
の
う
え
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
　
７
月
14
日
（
木
）
ま
で
に
社
会
教
育
係

へ
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
　
参
加
者
が
決
定
次
第
、
詳
細
に
つ
い
て

通
知
を
差
し
上
げ
る
予
定
で
す
。

※
さ
わ
や
か
ハ
イ
キ
ン
グ
は
、
事
前
の
申
込
み

が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

第
４
回
夏
の
映
画
鑑
賞
会

日
時

８
月
９
日
（
火
）

午
前
の
部
　
10
時
～
正
午

午
後
の
部
　
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
集
会
室

映
画
　
硫
黄
島
か
ら
の
手
紙

内
容
　
第
２
次
世
界
大
戦
時
の
最
も
悲
劇
的
な

戦
い
と
言
わ
れ
る
”硫

黄
島
の
戦
い

“を

日
本
側
の
視
点
か
ら
描
い
た
戦
争
映
画
。

硫
黄
島
で
ア
メ
リ
カ
軍
を
悩
ま
せ
た
伝
説

の
陸
軍
中
将
栗
林
忠
道
と
彼
の
部
下
た
ち

に
よ
る
死
闘
が
描
か
れ
て
い
る
。

平
成
23
年
度
公
民
館
生
涯
学
習
講
座

「
立
科
す
ず
ら
ん
学
級
」開
催
中
！

す
ず
ら
ん
学
級
運
営
委
員
会
事
務
局

教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
係

有
線
２
３
１
１(

代)

今
後
の
予
定
の
教
室

教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
係

御
泉
水

太
鼓
保
存
会

活
動
紹
介



13 ◆広報たてしな／23 年 7 月 

 

 

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶

長
野
県
農
政
部
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
お

け
る
福
島
第
一
原
発
事
故
を
受
け
、
長
野
県
内

の
放
射
性
物
質
を
検
査
し
て
い
ま
す
。

長
野
県
内
21
箇
所
の
農
林
畜
産
物
か
ら
は
、

食
品
衛
生
法
の
暫
定
規
制
値
を
超
え
る
放
射
性

ヨ
ウ
素
、
及
び
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
、
６
月
14

日
現
在
検
出
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

長
野
県
が
定
期
的
に
検
査
を
行
っ
た
検
査
結

果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、詳
し
く
は
長
野
県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
、

立
科
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

httm
://w

w
w
.pref.nagano.lg.jp/nou-

sei/housyanou/housyasen3.htm

最
近
の
近
隣
の
検
査
結
果

【
放
射
性
ヨ
ウ
素
・
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
】

◇
６
月
16
日
（
日
本
食
品
分
析
セ
ン
タ
ー
）

小
諸
市
　
は
く
さ
い
（
露
地
）
不
検
出

◇
６
月
９
日
（
日
本
食
品
分
析
セ
ン
タ
ー
）

御
代
田
町
　
グ
リ
ー
ン
リ
ー
フ
レ
タ
ス

（
露
地
）
不
検
出

◇
６
月
３
日
（
長
野
県
環
境
保
全
研
究
所
）

佐
久
市
　
　
ウ
グ
イ
（
養
殖
）
不
検
出

農
林
係

長
野
県
内
産
農
林
畜
産
物
の

放
射
性
物
質
測
定
結
果

今日では、男女は平等であるべきだという考え方
は広く浸透してきていますが、かつて女性は男性と
比べ社会的に低い地位に置かれてきた時代が長く続
きました。そこで、女性の地位を高めようとする国
際的な取り組みが国連を中心として展開されてきま
した。

国連は1975（昭和 50）年を「国際婦人年」、そ
の翌年から10年間を「国際婦人の10年」と設定
し、世界的に女性の地位向上を目指した活動を展開
しました。

日本では、1986（昭和 61）年に「男女雇用機会
均等法」、1999（平成 11）年には「男女共同参画
社会基本法」が施行され、これに基づき 2000（平
成 12）年には「男女共同参画基本計画」が閣議決
定され、様々な施策が推進されています。

一方、2000（平成 12）年に「ストーカー規制
法」が、2001（平成13）年に「配偶者からの暴力
の防止及び被害者の保護に関する法律」（ＤＶ防止
法）が施行されました。

それでも、男女共同参画社会の実現は遅れていま
す。背景には、「男は仕事、女は家庭」とか「育児
や介護は女の仕事」といった固定的な性別役割分担
意識などの考え方があります。社会・文化によって
形成された「期待される男性像」「期待される女性
像」が、こうした意識や性差別につながっている場
合もあります。私たちは、男女それぞれの立場から
真の「男女共同参画社会」の実現に向け努力してい
くことが必要なのではないでしょうか。

立科町男女共同参画推進委員会では、子育て中
のお母さんを対象に、児童館で「ふれあいサロン
たてしな」を開催しました。（5月 18日）

男女共同参画社会の実現に向けて…女性の人権

※参考：（財）人権教育啓発推進センター
「人権啓発パンフレット」

人権センター（人権政策推進係） 電話56-2311　有線2311

人権センターだより
◆ 人 権 が 尊 重 さ れ る 社 会 ◆

長野県人権啓発センターでは、人権に関する総
合相談を行っており、相談員による巡回相談を行
います。佐久地区は下記のとおりです。
◇日　時　平成 23 年 8 月 2 日（火）
◇時　間　午前 10 時 30 分から正午まで

午後 1 時から 3 時まで
◇場　所　長野県佐久合同庁舎 501 号会議室

（佐久市跡部 65-1）
相談は無料で秘密は固く守られますので、安心

してご利用ください。
◇お問い合わせ先
長野県庁　人権・男女共同参画課
電話 026-235-7106

巡回人権相談

人権センターで
は、春野菜を使っ
た健康料理教室を
開催しました。
（5月 26日）

長野県人権
啓発センター 
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前
年
所
得
が
基
準
額
に
満
た
な
い
方
、
あ
る

い
は
離
職
状
態
に
あ
る
方
等
、
経
済
的
な
理
由

で
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
、
保
険
料
の
納
付
を｢

免
除
さ
れ
る
制
度｣

が

あ
り
ま
す
。

全
額
免
除
と
３
種
類
の
一
部
免
除
制
度
が
あ

り
、
申
請
者
本
人
や
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
方

の
前
年
所
得
に
よ
り
決
定
さ
れ
、
そ
の
期
間
に

つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
措
置
さ
れ
ま
す
。

１
　
老
齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
資

格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

２
　
老
齢
基
礎
年
金
（
年
金
額
）
の
計
算
で
は
、

次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

①
全
額
免
除
期
間

２
分
の
１
が
算
入
さ
れ
ま
す

②
４
分
の
３
免
除
期
間

８
分
の
５
が
算
入
さ
れ
ま
す

※
保
険
料
の
４
分
の
１
納
付
が
条
件
で
す
。

③
半
額
免
除
期
間

８
分
の
６
が
算
入
さ
れ
ま
す

※
保
険
料
の
半
額
納
付
が
条
件
で
す
。

④
４
分
の
１
免
除
期
間

８
分
の
７
が
算
入
さ
れ
ま
す

※
保
険
料
の
４
分
の
３
納
付
が
必
要
条
件
で

す
。

住
民
係

国
民
年
金
保
険
料
　
　

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
！

３
　
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を
遡
っ
て
納

付
（
追
納
）
す
る
こ
と
が
で
き
、
年
金
額
を

満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
平
成
23
年
６
月
ま
で
一
部
免
除
及
び
失
業
等

を
理
由
と
し
た
特
例
に
よ
る
免
除
が
承
認
と
な

っ
た
方
は
、
７
月
以
降
あ
ら
た
に
申
請
が
必
要

で
す
。

◇
出
店
希
望
者
募
集

出
店
資
格
　
町
内
に
住
所
の
あ
る
者
（
社
）

出
店
内
容
　
食
品
の
調
理
販
売
以
外
の
物

申
込
方
法
　
町
民
ま
つ
り
実
行
委
員
会
の
定

め
る
申
込
書
に
よ
る

申
込
期
限
　
７
月
20
日
（
水
）
ま
で

申
込
先
　
町
民
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
町
づ
く
り
推
進
係
）

町
づ
く
り
推
進
係

社
会
教
育
係

町
民
ま
つり

８月６日⼟

開催！

「
立
科
え
ん
で
こ」

出
店
希
望
者

募
集

新
し
い
人
生
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
成
人
の

皆
さ
ん
を
お
祝
い
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
式

典
を
催
し
ま
す
。

通
知
の
届
い

て
い
な
い
方
や

返
事
を
出
し
て

い
な
い
方
で
出

席
さ
れ
る
方
は
、

下
記
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

成
人
式
に

ご
出
席
く
だ
さ
い

■
日
　
時

８
月
15
日
（
月
）

受
　
付
　
午
後
１
時
～
１
時
30
分
　

式
典
等
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
場
　
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
４
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
現
在
、
立
科
町
に

住
民
登
録
の
あ
る
方
（
進
学
な
ど
に
よ
り
立
科

町
内
に
住
民
登
録
の
な
い
方
で
、
家
族
が
町
内

に
在
住
さ
れ
て
い
る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま

す
。）

■
連
絡
先

立
科
町
中
央
公
民
館
　
有
線
４
０
０
０

８
月
11
日
（
木
）
は
通
常
営
業
を
し
ま
す
。

多
く
の
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

｢

権
現
の
湯｣

営
業
の
ご
案
内

権
現
の
湯

次
の
と
お
り
運
休
便
が
あ
り
ま
す
。

【
西
回
り
線
】

○
７
月
29
日
（
金
）
～
８
月
18
日
（
木
）

第
１
便
が
運
休

○
８
月
６
日
（
土
）
　
全
便
運
休

【
東
・
南
回
り
線
】

○
８
月
６
日
（
土
）
　
全
便
運
休

【
シ
ラ
カ
バ
線
】

○
７
月
29
日
（
金
）
～
８
月
18
日
（
木
）

第
１
、
２
、
７
、
８
、
９
便
が
運
休

「た
てし
な
ス
マイ
ル
交
通
」

運
休
便

立
科
町
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

町
づ
く
り
推
進
係
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ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
来
年
３
月
卒
業
を
予

定
さ
れ
て
い
る
生
徒
・
学
生
を
対
象
と
し
た
求

人
受
付
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

厳
し
い
雇
用
情
勢
で
は
あ
り
ま
す
が
、
就
職

を
希
望
さ
れ
る
生
徒
・
学
生
の
た
め
に
、
採
用

予
定
の
あ
る
事
業
主
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ぜ
ひ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
求
人
の
お
申
し
込

み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
久

電
話
　
０
２
６
７
（
62
）
８
６
０
９

お
問
合
せ
先

独
立
行
政
法
人
　

自
動
車
事
故
対
策
機
構
長
野
支
所

長
野
市
南
長
池
７
１
０
ー
３

電
話
　
０
２
６
（
４
８
０
）
０
５
２
１

お
知
ら
せ

事
業
主
の
皆
様へ

来
年
３
月
卒
業
予
定
の
生
徒・学
生
を

対
象
と
し
た
求
人
を
お
願
い
し
ま
す。

１
日
目

日
時
　
平
成
23
年
７
月
９
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
～

場
所
　
佐
久
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

（
佐
久
平
ジ
ャ
ス
コ
横
）

２
日
目

日
時
　
平
成
23
年
７
月
10
日
（
日
）

午
後
１
時
～

場
所
　
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

上
田
地
域
事
務
所

（
上
田
駅
温
泉
口
交
差
点
角

Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｙ
ビ
ル
　
１
階
）

両
日
と
も
、
採
用
説
明
会
に
参
加
で
き
な
い

場
合
で
も
上
田
地
域
事
務
所
に
て
採
用
等
に
関

す
る
説
明
を
い
た
し
ま
す
。（
要
連
絡
）

お
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

上
田
地
域
事
務
所

電
話
０
２
６
８
（
22
）
５
２
６
７

平
成
23
年
度
自
衛
官
等

採
用
説
明
会
の
開
催

第
61
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
長
野

県
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。

主
唱
　
第
61
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

長
野
県
推
進
委
員
会

応
募
規
定
　
県
内
の
小
中
学
校
児
童
・
生
徒

題
材
　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、
日
常
の
家
庭
生
活
、
学
校
の
生

活
の
中
で
体
験
し
た
こ
と
を
も
と
に
、
犯
罪

や
非
行
に
関
し
て
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ

と
な
ど
を
題
材
と
し
た
も
の
と
し
ま
す
。

原
稿
の
枚
数

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
３
～
５
枚
程
度

（
未
発
表
の
物
に
限
り
ま
す
）

原
稿
用
紙
に
は
、
題
名
、
学
校
名
、
学
年
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
め
切
り
　
９
月
２
日
（
金
）
必
着

応
募
先
　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

各
地
区
保
護
司
会
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
先

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

長
野
県
推
進
委
員
会
事
務
局

長
野
市
旭
町
１
１
０
８

長
野
保
護
観
察
所
企
画
調
整
課

電
話
　
０
２
６
（
２
３
４
）
１
９
９
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
６
（
２
３
８
）
０
２
７
１

第
61
回

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

長
野
県
作
文
コン
テ
ス
ト

交
通
遺
児
等（
育
成
資
金
）

貸
付・介
護
料
支
給
の

ご
案
内
　

【
交
通
遺
児
等（
育
成
資
金
）貸
付
】

自
動
車
事
故
に
よ
っ
て
死
亡
ま
た
は
、重
度

後
遺
障
害
者
に
な
ら
れ
た
方
の
お
子
様（
０
才

か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
）に
対
し
、育
成
資
金

を
無
利
子
で
お
貸
し
し
ま
す
。

●
貸
付
金
額

は
じ
め
に
一
時
金
…
…
…
…
15
万
５
０
０
０
円

毎
月
…
…
…
…
…
…
…
…
２
万
円

入
学
支
度
金（
小
・
中
学
校
入
学
時
）

４
万
４
０
０
０
円

●
貸
付
期
間

貸
付
が
決
定
し
た
月
か
ら
中
学
校
卒
業
の

月
ま
で

●
返
還
期
間

中
学
校
卒
業
後
１
年
間
据
置
い
た
後
、月
賦

又
は
半
年
賦
併
用
に
よ
る
20
年
以
内
の
均
等

払
い

※
高
校
・
大
学
等
へ
進
学
し
た
場
合
、
在
学

中
は
返
還
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

【
介
護
料
の
支
給
】

自
動
車
事
故
に
よ
っ
て
重
度
後
遺
障
害
者

（
自
賠
法
施
行
令
別
表
第
一
の「
第
１
級
１
・
２

号
」・「
第
２
級
１
・
２
号
」に
該
当
）と
な
ら
れ
た

方
で
介
護
を
必
要
と
さ
れ
る
方
に
対
し
て
、介

護
料
を
支
給
し
ま
す
。

●
支
給
月
額

特
Ⅰ
種
定
　
額

６
万
８
４
４
０
円

上
限
額

13
万
６
８
８
０
円

Ⅰ
　
種

定
　
額

５
万
８
５
７
０
円

上
限
額

10
万
８
０
０
０
円

Ⅱ
　
種

定
　
額

２
万
９
２
９
０
円

上
限
額

５
万
４
０
０
０
円

●
支
給
期
間

申
請
を
受
理
し
た
月
か
ら
介
護
料
を
支
給

す
べ
き
事
由
が
消
滅
す
る
月
ま
で
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中
小
企
業
の
皆
さ
ん
へ
、
長
野
県
か
ら
の
お

し
ら
せ
で
す
。

長
野
県
で
は
、
東
日
本
大
震
災
等
の
影
響
に

よ
り
、
事
業
活
動
に
支
障
を
来
し
て
い
る
中
小

企
業
の
皆
さ
ん
を
支
援
す
る
た
め
、
中
小
企
業

融
資
制
度
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
こ
の
よ
う
な
方
に

・
宿
泊
業
を
営
ん
で
い
る
が
、
予
約
客
の
８
割

が
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

・
製
造
業
を
営
ん
で
い
る
が
、
部
品
が
入
手
で

き
ず
、
操
業
を
停
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

・
東
日
本
大
震
災
後
の
全
国
的
な
景
気
低
迷
の

影
響
を
受
け
て
、
事
業
経
営
が
苦
し
い
。

ま
ず
は
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
、
商
工
会
、

商
工
会
議
所
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

中
小
企
業
震
災
相
談
窓
口
（
０
２
６
ー
２
３

５
ー
７
２
０
０
）
で
も
、
ご
相
談
を
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
、
中
小
企
業
支
援
に
関
す
る
情
報
は

長
野
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
長
野
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ→

地
震
に
関
す
る
情

報→

中
小
企
業
支
援
情
報
）

http://w
w
w
.pref.nagano.lg.jp/syouk

ou/business/saigai/saigaisien.htm

長
野
県
中
小
企
業

融
資
制
度
の
ご
案
内

適
年
か
ら
の
移
行
は
中
退
共
に
お
ま
か
せ
く

だ
さ
い
。（
中
退
共
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共

済
制
度
で
す
）

資
産
の
移
換
は
　
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

・
関
東
甲
信
越
静
地
域
で
個
別
事
業
所
訪
問
を

行
っ
て
い
ま
す
。

・
名
古
屋
・
大
阪
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
て
、
個

別
相
談
実
施
中
。

※
日
程
や
申
し
込
み
方
法
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

適
格
退
職
年
金
制
度
に

ご
加
入
中
の
事
業
主
の
方へ

退
職
金
の
準
備
し
っ
か
り
で
き
て
い
ま

す
か
？

退
職
金
は
、
一
般
従
業
員
の
方
か
ら
パ
ー
ト

さ
ん
ま
で
カ
バ
ー
で
き
る
中
退
共
制
度
に
お
ま

か
せ
く
だ
さ
い
。

□
国
の
制
度
だ
か
ら
安
心

国
が
掛
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

□
管
理
も
カ
ン
タ
ン

外
部
積
立
型
だ
か
ら
運
用
の
リ
ス
ク
は
あ
り

ま
せ
ん
。

□
会
社
に
有
利

掛
金
は
全
額
非
課
税
な
の
で
節
税
で
き
ま

す
。

半
世
紀
で
加
入
企
業
１
０
０
万
社
以
上
！

人
材
の
安
定
確
保
や
生
産
性
の
向
上
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

http://chutaikyo.taisyokukin.go.jp/

（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

電
話
　
０
３
（
３
４
３
６
）
０
１
５
１
（
代
表
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
３
（
３
４
３
６
）
０
４
０
０

vvv

長
野
県
内
の
労
政
事
務
所
で
は
、
労
働
条

件
・
い
じ
め
な
ど
労
働
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
つ
い
て
、
労
働
者
・
事
業
主
か
ら
の

ご
相
談
を
、
専
門
の
相
談
員
が
公
正
・
中
立
な

立
場
か
ら
電
話
あ
る
い
は
面
談
で
お
受
け
し
て

お
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

（
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
）

お
問
い
合
わ
せ
先

東
信
労
政
事
務
所

お
電
話
を
希
望
さ
れ
る
方
は

電
話
　
０
２
６
８
（
23
）
１
６
２
９

面
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は

上
田
市
材
木
町
１
ー
２
ー
６

上
田
合
同
庁
舎
６
階
の
当
事
務
所
ま
で

労
働
相
談
を
行ってい
ま
す

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
が
発
売
さ
れ
ま

す
。サ

マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
賞
金
は
、
１

等
・
前
後
賞
合
せ
て
３
億
円
。２
等
も
１
億
円
。

１
等
２
億
円
が
、
26
本
。
２
等
１
億
円
も
26
本
。

２
０
０
０
万
サ
マ
ー
と
同
時
発
売
。

・
発
売
期
間
　
７
月
11
日
（
月
）
か
ら

７
月
29
日
（
金
）
ま
で

・
抽
選
日
　
　
８
月
９
日
（
火
）

・
支
払
開
始
　
８
月
15
日
（
月
）

こ
の
宝
く
じ
は
、
通
信
販
売
で
買
う
こ
と
も

で
き
ま
す
。

※
昨
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
及
び
１
０

０
０
万
サ
マ
ー
の
支
払
期
限（
８
月
15
日（
月
））

が
迫
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
忘
れ
な
く
！

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
（
市
町
村
振
興
宝
く
じ
）

の
収
益
金
は
、
市
町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

宝
く
じ
を
買
い
ま
せ
ん
か
！
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詳
し
く
は
、
長
野
県
司
法
書
士
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
覧
下
さ
い
。

http://w
w
w
.na-shiho.or.jp/

お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
司
法
書
士
会

電
話
　
０
２
６
（
２
３
２
）
７
４
９
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
２
６
（
２
３
２
）
６
６
９
９

全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
在
学
し
、
卒
業
を

目
指
す
）

大
学
院

修
士
科
目
生
（
６
カ
月
在
学
し
、
希
望
す
る

科
目
を
履
修
）

修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
し
、
希
望
す
る

科
目
を
履
修
）

出
願
期
間

６
月
１
日
（
水
）
～
８
月
31
日
（
水
）

資
料
の
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

電
話
　
０
２
６
６
（
58
）
２
３
３
２

（
月
曜
日
・
祝
日
休
み
）

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

http://w
w
w
.ouj.ac.jp

・
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
科

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
科

募
集
定
員
　
各
コ
ー
ス
10
名
程
度

募
集
期
間

７
月
11
日
（
月
）

～
８
月
１
日
（
月
）

応
募
資
格
　
中
学
校
卒
業
の
方
又
は
こ
れ
と
同

等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方

及
び
在
職
者

訓
練
期
間
　
平
成
23
年
10
月
６
日
（
木
）
～

平
成
24
年
３
月
19
日
（
月
）

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
週
５
日
間
の
授
業

（
午
前
８
時
40
分
～
午
後
４
時
10
分
）

※
土
日
・
祝
祭
日
は
休
み
と
な
り
ま
す

※
公
共
職
業
安
定
所
長
の
受
講
指
示
を
受
け
た

方
は
、
在
校
中
は
、
雇
用
保
険
の
延
長
給
付

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
条
件
に
適
合
す
る
方
は
、
訓
練
・
生
活
支
援

給
付
金
又
は
訓
練
手
当
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
佐
久
技
術
専
門
校
に
ご
相
談
願

い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
佐
久
技
術
専
門
校

電
話
　
０
２
６
７
（
62
）
０
５
４
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
２
６
７
（
62
）
６
４
７
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http//w
w
w
.pref.nagano.1g.jp/xs

youkou/sakugi/

※
本
校
は
、
職
業
能
力
開
発
促
進
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
長
野
県
が
設
置
し
た
職
業
能
力
開

発
施
設
で
す
。

長
野
県
司
法
書
士
会
で
は
、
東
日
本
大
震
災

及
び
長
野
県
北
部
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん

の
不
安
や
心
配
を
少
し
で
も
解
消
で
き
れ
ば
と

の
思
い
か
ら
、
電
話
に
よ
る
無
料
相
談
窓
口

「
復
興
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル
な
が
の
」
を
開
設

い
た
し
ま
す
。

震
災
に
関
す
る
土
地
建
物
の
登
記
の
問
題
、

借
地
借
家
の
問
題
、
成
年
後
見
や
相
続
な
ど
の

相
談
を
直
接
司
法
書
士
が
お
受
け
し
ま
す
。
携

帯
電
話
も
利
用
で
き
る
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
電
話
下
さ
い
。

な
お
、
震
災
関
連
以
外
の
ご
相
談
窓
口
は
当

会
（
電
話
０
２
６
ー
２
３
２
ー
７
４
９
２
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

相
談
日
　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
毎
日

（
た
だ
し
、
祝
日
、
８
月
14
日
～
16
日
及
び

12
月
29
日
～
１
月
３
日
を
除
く
）

受
付
時
間
　
午
後
５
時
～
午
後
７
時

専
用
電
話
　
０
１
２
０
ー
７
３
６
１
１
０

相
談
例
　
・
住
宅
ロ
ー
ン
は
ど
う
な
る

・
借
金
の
返
済
が
で
き
な
い

・
財
産
が
先
代
名
義
に

・
権
利
証
を
紛
失
し
た
　
　
な
ど

※
当
相
談
は
予
告
な
く
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
下
さ
い
。

※
こ
の
相
談
以
外
に
も
各
種
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

「
復
興
サ
ポ
ー
ト
ダイ
ヤ
ル
　

な
が
の
」開
設

放
送
大
学
で
は
、
平
成
23
年
度
第
２
学
期

（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
を
利
用

し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、

教
養
を
深
め
た
い
、仕
事
に
活
か
し
た
い
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学

ん
で
い
ま
す
。

詳
し
い
資
料
を
無
料
で
お
送
り
い
た
し
ま

す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。

募
集
す
る
学
生
の
種
類

教
養
学
部

科
目
履
修
生
（
６
カ
月
在
学
し
、
希
望
す
る

科
目
を
履
修
）

専
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
し
、
希
望
す
る

科
目
を
履
修
）

放
送
大
学

10
月
入
学
生
募
集

佐
久
技
術
専
門
校
で
は
、10

月
訓
練
生

（
短
期
課
程
・
６
箇
月
コ
ー
ス
）
の
募
集
を
行

い
ま
す
。

「
も
の
づ
く
り
」
で
必
要
と
な
る
基
礎
的
で

多
様
な
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
た
め
、
コ
ア

と
な
る
「
加
工
」「
設
計
」「
制
御
」
の
３
つ
の

基
本
ユ
ニ
ッ
ト
の
う
ち
１
つ
を
選
択
し
て
受
講

す
る
コ
ー
ス
で
す
。

募
集
コ
ー
ス

・
Ｎ
Ｃ
機
械
シ
ス
テ
ム
科

「も
の
づ
く
り」に
必
要
な

知
識・技
術
を
習
得
し

就
職
に
活
か
し
ま
せ
ん
か
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【
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
】

◇
日
　
　
時
　
10
月
１
日
（
土
）

◇
会
　
　
場
　
長
野
運
動
公
園
総
合
運
動
場

犀
川
第
二
運
動
場
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

◇
資
　
　
格

町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

（
種
目
に
よ
っ
て
は
、
制
限
あ
り
）

◇
種
　
　
目

ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
、グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
、
弓
道
、
テ
ニ
ス
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

◇
参
加
費
　
５
０
０
円
（
１
人
）

◇
申
込
締
切
　
７
月
31
日
（
土
）

※
競
技
要
項
、
参
加
申
込
書
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nicesenior.or.jp

【
高
齢
者
作
品
展
】

◇
作
品
展

９
月
９
日
（
金
）
・
10
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

９
月
11
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
～
正
午

◇
会
　
　
場
　
ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー
ル

（
長
野
県
県
民
文
化
会
館
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
展
示
室
）
ほ
か

◇
資
　
　
格

町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

◇
部
　
　
門

日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
手
工
芸
、
書
、

写
真

※
１
人
１
点
と
し
、
出
品
者
に
よ
り
創
作
さ
れ

た
も
の
で
、
未
発
表
の
も
の
と
す
る
。

◇
申
込
締
切
　
８
月
10
日
（
水
）

お
問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人

長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー

電
話
　
０
２
６
（
２
２
６
）
３
７
４
１

又
は
、
立
科
町
役
場
福
祉
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
願
い
ま
す
。

警
察
で
は
、
身
内
の
方
な
ど
の
行
方
が
分
か

ら
ず
、
お
困
り
の
方
か
ら
の
相
談
に
年
間
を
通

じ
て
応
じ
て
お
り
ま
す
が
、
８
月
１
日
か
ら
８

月
31
日
の
間「
行
方
不
明
の
人
を
捜
す
相
談
所
」

を
開
設
し
て
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

相
談
所
の
開
設
日
時
・
場
所
は
次
の
と
お
り

で
す
。

○
相
談
所
　
県
下
各
警
察
署
の
刑
事
課
、
生
活

安
全
課
又
は
生
活
安
全
・
刑
事
課

・
相
談
時
間
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

（
土
・
日
等
の
休
日
を
除
く
）

○
出
張
相
談
所

・
日
時
　
８
月
３
日

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

・
場
所
　
上
田
警
察
署

※
長
野
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
行
方
不
明

の
人
を
捜
す
相
談
所
」
に
関
す
る
情
報
を
掲

載
し
、
長
野
県
内
に
お
い
て
亡
く
な
ら
れ
た

身
元
不
明
の
方
の
所
持
品
等
を
掲
載
し
て
お

り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
県
外
情
報

へ
の
リ
ン
ク
集
も
掲
載
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.nagano.lg.jp/pol

ice/ア
ク
セ
ス
要
領
　
「
刑
事
部
」→

「
鑑
識
課

行
方
不
明
の
人
を
捜
し
て
い
ま
す
」→

「
相
談

『
行
方
不
明
の
人
を
捜
す

相
談
所
』

開
設
の
お
知
ら
せ

所
を
開
設
し
て
い
ま
す
」
の
順
に
ク
リ
ッ
ク
し

て
く
だ
さ
い
。

相
談
に
訪
れ
る
際
は
、
担
当
の
係
員
が
事
件

等
で
不
在
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
電
話
で
の
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

佐
久
警
察
署
鑑
識
係

電
話
　
０
２
６
７
（
68
）
０
１
１
０

内
線
３
５
１

年
間
を
通
じ
て

・
相
談
場
所
　
警
察
本
部
鑑
識
課

（
長
野
市
松
代
町
警
察
機
動
セ
ン
タ
ー
内
）

電
話
　
０
２
６
（
２
７
８
）
９
５
０
０

内
線
５
１
２

・
相
談
時
間
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

（
土
・
日
等
の
休
日
を
除
く
）

高
齢
者
の
創
作
活
動
や
高
齢
者
に
適
し
た
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り

や
社
会
参
加
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
明
る
く

活
力
あ
る
長
寿
社
会
づ
く
り
を
推
進
し
、
高
齢

者
の
皆
さ
ん
に
創
作
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
広
め

る
た
め
開
催
さ
れ
ま
す
。

２
０
１
１
信
州
ね
ん
り
ん
ピッ
ク

ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
参
加
者
及
び

高
齢
者
作
品
展
作
品
募
集
について

介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
実

務
研
修
受
講
試
験
を
下
記
の
日
程
に
て
実
施
し

ま
す
。

○
試
験
日
　
10
月
23
日
（
日
）

○
受
験
案
内
配
布
　
６
月
中
旬
（
予
定
）

○
申
込
受
付
期
限
　
７
月
上
旬
～
下
旬（
予
定
）

○
受
験
場
所
　
県
下
４
会
場

（
北
信
、
東
信
、
中
信
、
南
信
）

お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
社
会
福
祉
協
議
会

電
話
　
０
２
６
（
２
２
７
）
５
２
０
８

平
成
23
年
度
長
野
県
介
護

支
援
専
門
員
実
務
研
修

受
講
試
験
について
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東
日
本
大
震
災
の
影
響
（
※
１
・
２
）
に
よ

り
、
事
業
活
動
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
事

業
主
が
労
働
者
の
雇
用
を
維
持
す
る
た
め
に
休

業
等
を
実
施
し
た
場
合
、
休
業
手
当
等
の
負
担

相
当
額
の
３
分
の
２
（
中
小
企
業
の
場
合
は
５

分
の
４
）
が
助
成
さ
れ
ま
す
（
※
３
）。

※
１
　
交
通
手
段
の
途
絶
に
よ
り
従
業
員
が
出

勤
で
き
な
い
、
原
材
料
の
入
手
や
製
品
の

搬
出
が
で
き
な
い
、来
客
が
な
い
場
合
や
、

事
業
所
、
設
備
等
が
損
壊
し
、
修
理
業
者

の
手
配
や
部
品
の
調
達
が
困
難
な
た
め
早

期
の
修
復
が
不
可
能
な
場
合
な
ど
に
助
成

対
象
と
な
り
ま
す
。

※
２
　
事
業
所
の
倒
壊
や
生
産
設
備
の
損
壊
等

地
震
の
直
接
的
な
影
響
に
よ
る
も
の
、
避

難
勧
告
や
退
避
指
示
な
ど
法
令
上
の
制
限

を
理
由
と
す
る
も
の
は
助
成
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
休
業
中
の
賃

金
が
支
払
わ
れ
て
い
な
い
場
合
は
雇
用
保

険
の
特
例
措
置
が
適
用
さ
れ
、
労
働
者
が

実
際
に
離
職
し
て
い
な
く
と
も
失
業
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
３
　
１
人
１
日
あ
た
り
７
５
０
５
円
が
上
限

で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
労
働
局
又
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
久

電
話
　
０
２
６
７
（
62
）
８
６
０
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.naganoroudoukyoku.

go.jp/

労
働
者
の
雇
用
の
維
持
に

雇
用
調
整
助
成
金
を

活
用
し
て
く
だ
さ
い
！

蓼
科
す
ず
ら
ん
会
（
関
東
在
住
の
立

科
町
出
身
者
で
組
織
す
る
会
）
会
長
の

太
田
幸
男
さ
ん
よ
り
、
立
科
町
民
の
皆

さ
ん
と
蓼
科
す
ず
ら
ん
会
会
員
の
懇
親

を
深
め
る
た
め
、
横
浜
港
ラ
ン
チ
ク
ル

ー
ズ
（
船
上
の
昼
食
会
）
を
計
画
し
た

と
の
お
誘
い
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
費
は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
が
、

特
別
料
金
で
の
ご
提
供
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
様
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
た
く
ご
案
内
し
ま
す
。

日
時
　
７
月
31
日
（
日
）

午
前
６
時
　
立
科
町
役
場
発

午
後
８
時
　
立
科
町
役
場
着
（
予
定
）

観
光
場
所

キ
リ
ン
横
浜
ビ
ア
ビ
レ
ッ
ジ
（
見

学
）
・
ロ
イ
ヤ
ル
ウ
イ
ン
グ
ラ
ン
チ

ク
ル
ー
ズ
（
懇
親
会
）
・
横
浜
中
華

街
（
散
策
）

実
施
方
法
　
大
型
バ
ス
（
予
定
）

参
加
費
　
大
人
１
名
　
１
２
２
０
０
円

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
（
飲
食
費
含

む
）
・
傷
害
保
険
料

申
込
締
切
　
７
月
19
日
（
火
）

最
小
催
行
人
員
　
30
名

申
し
込
み
先
　
町
づ
く
り
推
進
係

電
　
話
　
（
56
）
２
３
１
１

有
線
２
３
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
（
56
）
２
３
１
０

蓼
科
す
ず
ら
ん
会
か
ら

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
参
加
の
お
誘
い

気温 降水量 降水量
（1月からの合計） 日照時間平均気温 最高極日 最低極日

今年 14.1℃ 29.8℃／21 日 0.9℃／3 日 231.0mm 393.5mm 195.6時間
最近10年間の平均 14.2℃ 30.3℃／09 年 -0.7℃／10 年 96.6mm 307.5mm 192.8時間

■立科町のデータ 5月

6月1日現在 （ ）内は前月比 2011年5月1日〜5月31日

人口 7,899（-8） 出生 6

男 3,886（-2） 死亡 10

女 4,013（-6） 転入 22

世帯数 2,792（2） 転出 27

■ 人口

■ 犯罪件数 （ ）内は1月からの合計　※確定数字ではないので、今後変動する場合もあります。
犯罪発生状況

（窃盗）
空き巣

忍び込み
事務所学校

荒らし 車上狙い 自動販売機
荒らし 自動車盗 オートバイ盗 自転車盗 脱衣場狙い その他

佐久警察署
管内 3 7 6 2 2 12 1 31

立科町 （0） （3） （0） （1） （0） （1） （2）
1

（3）
5

（13）

■ 立科町の気象　（5 月 1日〜31 日）

種別 5 月中火災件数 焼損面積 1月からの合計
建物火災 0 0㎡ 4
車両火災 0 0㎡ 0
林野火災 0 0㎡ 0
その他火災 0 0㎡ 2

合計 0 0㎡ 6

■ 火災

■ 救急
種別 5 月中救急出動件数 1月からの合計
急病 22 96

交通事故 5 10
一般負傷 6 37
その他 1 8
合計 34 151
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18 日（月）小諸南城クリニック 小諸市 0267-26-5222
佐藤外科医院 小諸市 0267-22-0334
国保浅科診療所 佐久市浅科 0267-58-2100

24 日（日）小諸厚生総合病院 小諸市 0267-22-1070
御代田中央記念病院 御代田町 0267-32-4711

31 日（日）ひかり医院 小諸市 0267-22-8878
鈴木医院 小諸市 0267-26-1212

8 月
7 日（日）須江医院 小諸市 0267-22-2060

小岩井整形外科 小諸市 0267-26-6788
御代田中央記念病院 御代田町 0267-32-4711

14 日（日）小諸厚生総合病院 小諸市 0267-22-1070

緊急当番医については、予告なく変更する場合がありますので、有線放送、新聞又は当番医に直接確認の上、受診してください。
休日・夜間における医療機関等の情報提供　フリーダイヤル 0120-890-421

◆医科〈午前9時〜午後5時〉
18 日（月）依田塩名田歯科 佐久市浅科 0267-58-2135

24 日（日）佐々木歯科医院 御代田町 0267-32-3938

31 日（日）ゆみ歯科医院 小諸市 0267-26-2580

8 月
7 日（日）山口歯科医院 小諸市 0267-22-0442

14 日（日）田中歯科医院 佐久市望月 0267-53-4682

◆歯科〈午前9時〜正午〉

■ハートフルケアたてしな 電話 56-1955 有線 4501
■白樺高原総合観光センター 電話 55-6201
■中央公民館（事務室） 電話 56-2311 有線 4000
■たてしな人権センター 電話 56-0059 有線 5936
■こども未来館（児童館） 電話 56-0248 有線 8888

■老人福祉センター 電話 56-1825 有線 4091
■立科町体育センター 電話 56-3373 有線 3008
■たてしなの里「権現の湯」 電話 56-0606 有線 4126
■ふるさと交流館「芦田宿」 有線 4050
■立科町交流促進センター 電話 51-4151 有線 4200

【お問い合わせは】立科町役場　電話 56-2311　FAX 56-2310　有線2311

月町民カレンダー ７
月
の
納
期

固定資産税（第２期）
国民健康保険税（第２期）
介護保険料：普通徴収（第４期）
後期高齢者医療保険料（第１期）

休 日 緊　急 当 番 医

7
行事予定 保　　健

7月21日（木） ハートフルケアたてしな納涼祭 すくすく教室：Ｈ22.12月生～Ｈ23.1月生

23日（土） さわやかハイキング

24日（日） 立科町を美しくする日
アナログ放送終了の日

27日（金） 第15回町長杯ゲートボール大会

8月   1日（月） パパママ教室
集団特定健診（大腸・前立腺・肝炎）（～５日）

6日（土） 第22回町民まつり「立科えんでこ」
友好都市青少年県外交流事業（～８日）

9日（火） すずらん学級 夏の映画鑑賞会 １歳半児健診：Ｈ21.11月～Ｈ22.1月生

10日（水） 赤ちゃん相談室：Ｈ23.5月生

11日（木） 白樺高原花火大会



21 ◆広報たてしな／23 年 7 月 

NEWS
立科町の輝くニュース

フラッシュ
★★

★

第１５回体育協会長杯
ゲートボール大会開催

6月17日（金）、権現山運動公園屋内運動場において、5
チーム30名が参加して開催されました。

チーム同士、声を掛け合い和気あいあいとプレーを楽し
みました。主な成績は次のとおりです。

6月13日（月）、権現山マレットゴルフ場にて総勢106
名の参加の下、開催されました。

１打１打の重要性を考えながら、真剣にホール目指し
て打っていました。主な成績は次のとおりです。

第１３回体育協会長杯
マレットゴルフ大会開催

6月19日（日）、女神湖畔を会場に開催されました。
今回は、復興支援チャリティマラソンとして開催すること

となりましたが、1,426名もの参加があり、参加賞等を取り
止めるなど経費の削減を図ることにより、多くの義援金を
被災地に送ることができるようです。

前夜の雨も上り、高原の爽やかな空気に包まれて、参加
者は気持ち良さそうに走っていました。

第 18 回  2011白樺高原ビーナス
マラソン大会開催される

男子の部　
優　勝　田辺 勝三 さん　　　
準優勝　羽場 信夫 さん
第３位　宮澤 政恒 さん

女子の部　
優　勝　山浦かよ子 さん　　　
準優勝　宮下　春子 さん
第３位　小林よし子 さん

優　勝　宇山チーム
準優勝　赤沢チーム
第３位　西細谷チーム

８月１１日(木) 女神湖畔（光と音の祭典）
午後７時から 御泉水太鼓演奏
午後８時から 花火打ち上げ予定
※メッセージ花火を募集中です。

〈お申し込み・お問い合わせは〉
白樺高原観光協会  電話 0267-55-6654

大勢の皆さんのお越しをお待ちしております。

白樺高原内で撮影された作品を募集します。
どなたでもふるってご参加ください。

デジカメ写真コンテスト
作品募集！！

テ ー マ 白樺高原の四季
（3年以内に撮影したもの）

応募方法 郵送または持込
送 付 先 〒384-2309

立科町大字芦田八ケ野745
白樺高原総合観光センター
白樺高原デジカメ写真コンテスト係

応募サイズ ２Ｌプリント
（入賞作品は、データを提出）

応募期間 平成23年11月1日〜11月30日
各　　賞 最優秀賞1点 ……3万円

優秀賞2点………1万円
入選20点 ………地元特産品セット

なお、入選作品は白樺高原の観光宣伝用パンフ
レット、チラシ、ホームページ等で活用いたします。
※お問い合わせ先  観光課  電話0267(55)6201

白樺高原花火大会

便り白樺高原
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蓼科山開き、すずらん祭り
にぎわう

６月５日（日）、蓼科牧場前広場において、山開きとすずら
ん祭りが開催されました。

シーズン到来による登山者等蓼科山に訪れる方々の安
全を祈願し、御泉水太鼓やおみこし、山菜てんぷらやお餅
の振る舞いに、多くの皆さんが満足されたようです。

福島県田村市の販売ブースも設置され、名産品やカブト
ムシの幼虫を販売しました。

５月28日（土）、当町出身者で関東在住の皆さんで結成
されている「蓼科すずらん会」と、町理事者、町議会議員及
び関係職員による「ふるさと懇談会」が白樺高原で開催さ
れました。

すずらん会からは12名の参加者があり、日ごろ感じら
れる「ふるさと立科」への熱い思いや、町の施策等につい
て、ふるさとを離れて生活する皆さんの視点から多くの貴
重なご意見をいただきました。

立科町出身者との
「ふるさと懇談会」が開催されました

６月２日（木）、夏山シーズンを目前に、今年も馬が放牧
されました。

数日遅れで牛の放牧も始まり、白樺高原を訪れる多く
の方々の目を楽しませることでしょう。

６月５日（日）、佐久市駒場公園運動場において、開催さ
れました。

晴天の中、立科町からも多数の方が参加し、５０ｍ競争
やソフトボール投げ等多くの競技で練習の成果を発揮し
ていました。

佐久地区障害者スポーツ大会開催

すずらん教室　
ゲートボール大会開催

６月３日（金）、権現山運動公園の屋内運動場で、５チー
ムが参加して、日ごろの練習の成果を存分に発揮してい
ました。

成績は、優勝「宇山チーム」、準優勝「西細倉チーム」、
第３位「茂田井Ｂチーム」でした。

６月５日（日）、大城地区の歩道に花の苗を植えました。
住民参加による地域づくりとして例年実施され、美しい

花で心が癒されることでしょう。

大城地区　花植えを実施

蓼科第２牧場がシーズンイン
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